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R4 R4

目標 実績 事業 予算

1
びほろの活力共創事

業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
−

町民活動課町民活

動グループ
補助交付件数 9 5 妥当 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 改善

継続事業における評価・検証

方法の検討や団体への助言及

び審査委員会の在り方を検討

2
児童生徒国内外研修

交流事業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
−

町民活動課町民活

動グループ
国内外研修者数 5 0 検討 低い 検討 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

研修交流事業の目的や制度の

在り方、周知方法も含め検討

3
コミュニティ活動促

進事業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
〇

町民活動課町民活

動グループ

自治会連合会三役

会・理事会開催回

 数

15 19 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

自治会加入率の低下が課題。

自治会活動の維持・存続のた

めの必要な支援を検討

4
駐屯地強化充実推進

事業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
−

危機対策課危機対

策グループ
自衛官数 800 820 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

２市８町が連携し、自衛官募

集活動や留守家族支援内容を

検討

5
若者との意見交換事

業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
〇

町民活動課広報相

談グループ

びほろ未来ミー

ティングの開催回

数

1 0 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

若者との意見交換を通じた町

政への取り込みに向け、内容

及び周知方法等を検討

評価結果
今後の

方向性

令和４年度事務事業評価結果一覧

No. 事務事業名 施策
町⾧

重点政策
課・グループ名

成果指標 1次評価 2次評価

指標名 意見妥当性 有効性 効率性
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6
ボランティア活動支

援事業

１−１ 町民との協

働によるまちづくり
〇

社会福祉課民生障

がい福祉グループ

ボランティア参加

人数
200 200 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

ボランティア人材の確保のた

めにさらなる工夫と、周知方

法を検討

7
地域おこし協力隊事

業

１−２ 持続可能な

行財政システムの確

立

−
政策課政策統計グ

ループ
隊員の採用人数 2 2 妥当 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

外部人材活用支援制度は機能

しているが、行政におけるマ

ネジメント体制の構築を検討

8
企業版ふるさと納税

事業

１−２ 持続可能な

行財政システムの確

立

−
政策課政策統計グ

ループ

企業版ふるさと納

税企業
1 5 妥当 普通 高い 拡充 拡充 拡充 拡充

制度を活用し推進する事業の

明確化と企業へのPR方法等

を検討

9 ふるさと寄附金事業

１−２ 持続可能な

行財政システムの確

立

−
政策課政策統計グ

ループ
寄付件数 15,000 40,034 妥当 高い 高い 拡充 拡充 拡充 拡充

寄付件数の増加に向け、返礼

品の充実と更なるPR方法等

の検討

10 広域連携事業

１−２ 持続可能な

行財政システムの確

立

〇
政策課政策統計グ

ループ

定住自立圏協定に

基づく連携事務
1 1 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

北見地域１市４町の連携を深

め、政策分野ごとに設置され

た分科会を活用した情報共有

を推進

11 国際交流事業
１−３ 国際・国内

交流の推進
−

町民活動課町民活

動グループ

高校生による友好

姉妹都市間の交流
2 0 妥当 普通 高い 拡充 拡充 拡充 現状維持

短期留学以外の事業の可能性

を検討
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12 移住定住促進事業
１−３ 国際・国内

交流の推進
−

政策課政策統計グ

ループ
移住相談件数 70 93 妥当 高い 検討 拡充 拡充 拡充 拡充

移住相談拠点施設を活用した

官民連携による関係人口の創

出・拡大を推進

13
美幌ふるさと会の拡

充

１−３ 国際・国内

交流の推進
〇

総務課総務グルー

プ

ふるさと会活動参

加者数
150 0 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

町制施行100周年記念事業を

契機に、ふるさと会の活動の

充実と会員数の確保・拡大を

推進

14
高齢者交通安全推進

事業

１−４ 地域の安全

対策の充実
−

町民活動課町民活

動グループ
免許自主返納 160 118 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

高齢者における運転免許自主

返納を推進するため、公共交

通の利用支援策を検討

15
公共交通維持確保改

善事業

１−５ 公共交通の

充実
−

町民活動課町民活

動グループ
運行バス路線 6 6 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

公共交通運転手の確保に向け

た支援策の充実を検討

16
光ファイバー整備促

進事業

１−６ 地域の情報

化の推進
〇

危機対策課危機対

策グループ

光ファイバー整備

率
100 100 妥当 普通 高い 休止・廃止 皆減 休止・廃止 休止・廃止

整備された光ファイバー網を

利用した住民サービスを検討

17 防災訓練事業
１−７ 防災体制の

強化
−

危機対策課危機対

策グループ
防災訓練実施回数 4 3 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

冬期間の災害訓練やDXを活

用した要支援者への情報把握

の検討
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18
福祉担い手育成推進

事業

２−１ 地域福祉機

能の充実
〇

保健福祉課高齢介

護グループ
資格取得助成 20 7 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

支援制度はあるものの、恒常

的な人材不足に苦慮している

現状を踏まえ、更なる支援策

を検討

19
地域見守り体制充実

整備事業

２−２ 高齢者福祉

の充実
〇

保健福祉課高齢介

護グループ

ＳＯＳネットワー

ク登録者数
80 63 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

今後も警察や地域との連携を

密にした取り組みを継続

20
地域福祉活動支援事

業

２−２ 高齢者福祉

の充実
−

保健福祉課高齢介

護グループ
除雪機貸与台数 21 21 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

たすけあいチームの人材確保

のための支援を研究

21
在宅福祉サービス支

援事業

２−２ 高齢者福祉

の充実
−

保健福祉課高齢介

護グループ
住宅改修助成件数 4 2 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

介護保険で対応出来ない部分

の支援として、ケアマネや事

業所へ事業を周知

22
小規模多機能型居宅

介護施設等整備事業

２−２ 高齢者福祉

の充実
〇

保健福祉課高齢介

護グループ

小規模多機能型居

宅施設事業所の誘

致

1 1 妥当 普通 高い 休止・廃止 皆減 休止・廃止 休止・廃止

誘致が達成できたため、今後

は町民への周知と各事業所と

の連携が図れるよう支援

23 温泉入浴料助成事業
２−３ 障がい者福

祉の充実
−

社会福祉課民生障

がい福祉グループ

利用者（助成対象

者）
2,300 2,525 妥当 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

利用者が手間にならないよ

う、意見を踏まえた手続き簡

略化の検討
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24
子ども発達支援セン

タ−運営事業

２−３ 障がい者福

祉の充実
〇

社会福祉課発達支

援センターグルー

プ

療育に有効な指導

回数（週1回程

度）の児童数の割

合

90 88.3 妥当 普通 高い 拡充 拡充 拡充 拡充 指導体制の充実強化

25 農福連携推進事業
２−３ 障がい者福

祉の充実
〇

農林政策課農政グ

ループ

農福連携の調査研

究及び協議回数
6 4 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

農地用融雪剤の実用化に向け

た具体的の方策を検討

26
次世代育成支援推進

事業

２−４ 子育て支援

の充実
〇

社会福祉課児童支

援グループ
協議会開催回数 2 1 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

今後の低年齢児保育の将来像

を見据え、保育士の確保と子

育て施設の在り方を具体的に

検討し、推進

27
民間保育園利用者補

助事業

２−４ 子育て支援

の充実
〇

社会福祉課児童支

援グループ
補助対象保育園数 1 1 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

上記事業と合わせ、低年齢児

保育の在り方を検討し、推進

28
プレママサポート等

事業

２−４ 子育て支援

の充実
−

保健福祉課健康推

進グループ

妊婦一般健康診査

等交通費補助人数
90 75 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

不妊治療の保険適用後におい

ての必要な支援を検討

29
子育て世代包括支援

センター運営事業

２−４ 子育て支援

の充実
〇

保健福祉課健康推

進グループ

支援プラン必要者

に対する作成率
100 100 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

安心して子育てができる環境

を整備し、一時預かり保育の

充実（リフレッシュ利用）に

ついても検討
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30 保健衛生推進事務
２−５ 保健予防対

策の推進
〇

保健福祉課健康推

進グループ

休日当番医開設割

合
100 100 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

保健医療福祉ネットワーク推

進委員会の今後の在り方につ

いて協議

31
地域包括ケア推進事

業

２−６ 地域医療体

制の充実
○

国保病院地域医療

連携課

地域医療連携室相

談件数
960 904 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

ソーシャルワーカーと、包括

支援センターとの連携は必須

であり、町も関わりながら支

援を実施

32
医療従事者就業支援

等事業

２−６ 地域医療体

制の充実
−

保健福祉課健康推

進グループ
支援該当者数 100 100 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

制度を引き続き継続するとと

もに更なる専門職の確保策を

検討

33
花樹育苗センタ−管

理運営事業

２−７ 生活環境保

全・緑化活動の推進
−

環境管理課環境衛

生グループ
花苗配布 85,000 87,381 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

老朽化した施設の今後の在り

方を検討

34 白樺並木街道の保全
２−７ 生活環境保

全・緑化活動の推進
〇

商工観光課商工観

光グループ

ロマンチック街道

白樺並木の剪定回

数

1 2 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

今後とも継続した枝払い、抜

けている箇所への植栽などを

実施

35
基幹道路の美化の推

進

２−７ 生活環境保

全・緑化活動の推進
〇

環境管理課環境衛

生グループ

基幹道路沿線の美

化活動（花壇づく

りや清掃活動）の

実施団体数

3 3 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

今後ともフラワーマスターと

連携し町中の花いっぱい活動

を推進
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36 起業家支援事業
３−１ 雇用の拡

大、安定
〇

商工観光課商工観

光グループ
起業件数 5 2 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

商工会議所と連携を深め、更

なる事業推進及び事業のPR

方法を検討

37 事業継承支援事業
３−１ 雇用の拡

大、安定
〇

商工観光課商工観

光グループ

事業承継支援小規

模事業者持続化補

助金利用件数

3 0 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 制度のPRを実施

38
チャレンジブース事

業

３−１ 雇用の拡

大、安定
〇

商工観光課商工観

光グループ

プチ起業、チャレ

ンジブース利用件

数

1 0 検討 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 改善

事業者のニーズに沿った支援

となっているか検証の上、事

業内容の見直しを実施

39

みらい農業センター

農家青年配偶者対策

事業

３−２ 農業の振興 −
みらい農業課農業

センターグループ

体験実習生の受入

 数
4 6 妥当 高い 高い 現状維持 拡充 改善 改善

事業効果を検証し、事業内容

の見直しや関係機関と連携し

た事業推進を検討

40
コントラクター推進

事業
３−２ 農業の振興 〇

農林政策課農政グ

ループ

町内コントラク

ター事業数
2 2 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

事業者が求める支援について

検討しながら、労働者不足に

対応するための事業を推進

41
新規就農者等支援事

業
３−２ 農業の振興 −

農林政策課農政グ

ループ

新規就農者及び新

規農業従事者数
4 10 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

農業担い手の確保を図るた

め、必要な支援策を継続



R4 R4
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方向性
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指標名 意見妥当性 有効性 効率性
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42
みらい農業センター

農業振興事業
３−２ 農業の振興 −

みらい農業課農業

センターグループ

試験展示圃におけ

る栽培試験数
14 14 妥当 高い 高い 現状維持 拡充 改善 改善

高収益作物の試験栽培によ

り、生産者が求める取り組み

を推進

43 乳用牛振興推進事業 ３−２ 農業の振興 −
農林政策課農政グ

ループ

経産牛１頭当たり

の乳量
8,900 8,916 検討 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

今後も関係者と連携した取り

組みを推進

44 肉用牛振興推進事業 ３−２ 農業の振興 −
農林政策課農政グ

ループ

十勝市場に対する

町内黒毛和牛の価

格比

100 83.8 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持
今後も関係者と連携した取り

組みを推進

45 町産材活用促進事業 ３−３ 林業の振興 −
農林政策課耕地林

務グループ
FSC認証材使用量 500 130 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

安定した供給を図るため、事

業を継続

46
地場産材利用促進事

業
３−３ 林業の振興 −

農林政策課耕地林

務グループ

FSC認証材を使用

した製品開発個数
4 2 妥当 高い 高い 拡充 拡充 拡充 拡充

新たな商品開発や販路拡大の

ための取り組みを推進

47
木質ペレットストー

ブ購入促進事業
３−３ 林業の振興 −

農林政策課耕地林

務グループ

町内木質ペレット

ストーブ設置累計

台数

100 82 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持
脱炭素社会を見据えた施策の

一つとして成立するか検証
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48
店舗リフォーム促進

支援事業
３−５ 商工業の振興 〇

商工観光課商工観

光グループ

店舗リフォーム件

数
10 4 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

商工会議所による経営指導の

関わりを強化するため、商工

会議所と協議

49
空き店舗活用促進事

業
３−５ 商工業の振興 〇

商工観光課商工観

光グループ
空き店舗活用件数 1 1 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

中心市街地の定義については

今後都市計画マスタープラン

の見直しがあるため、建設部

と連携しエリアなどを検討

50
プレミアム商品券発

行事業
３−５ 商工業の振興 〇

商工観光課商工観

光グループ
商品券利用率 99 99.98 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

更なる利用拡大のため、会員

及び登録事業者拡大への取り

組みの検討

51 観光推進事業 ３−６ 観光の振興 −
商工観光課商工観

光グループ

美幌峠における観

光入込客数
70 88.3 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

コロナ禍の影響により中止若

しくは制限をかけていた取り

組みを状況を見ながら、滞在

型・体験型観光を推進

52
観光団体等連携強化

事業
３−６ 観光の振興 −

商工観光課商工観

光グループ

観光物産協会・商

工会議所との観光

物産振興会議開催

回数

6 4 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充 上記と同様

53
宿泊施設誘致推進事

業
３−６ 観光の振興 〇

商工観光課商工観

光グループ

宿泊施設事業者と

の懇談会数
3 1 検討 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

宿泊者（数）のニーズを把握

するなど情報収集を実施
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54 滞在型観光推進事業 ３−６ 観光の振興 〇
商工観光課商工観

光グループ
 ツアー参加者数 250 134 妥当 高い 高い 縮小 縮小 縮小 拡充

トレイルやサイクルなど体験

型観光メニューの充実を推進

55
農村ツーリズム推進

事業
３−６ 観光の振興 〇

みらい農業課農業

センターグループ

日帰り農業体験受

入実績
50 2 妥当 低い 低い 現状維持 縮小 改善 改善

コロナ禍の状況を注視しなが

ら、事業拡大の可能性を検討

56
地域特産品開発推進

事業
３−７ 地域特産品の振興〇

商工観光課商工観

光グループ

特産品開発等の支

援件数
4 2 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

ブランド認証がメリットとな

るよう情報発信や優遇措置等

をさらに検討

57
物産関連イベント参

加促進事業
３−７ 地域特産品の振興〇

商工観光課商工観

光グループ

イベント参加事業

者数
7 10 妥当 普通 検討 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

特産品の販路拡大や美幌町の

認知度向上を図るため、助成

制度を周知

58
会員制度による販売

拡大
３−７ 地域特産品の振興〇

商工観光課商工観

光グループ

会員を対象とした

販売（セール）の

実施回数

1 1 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

美幌ふるさと便の事業拡大の

ため、効果的な周知方法を検

討

59
道路整備事業（単

独）

４−１ 道路網の整

備
〇

建設課都市整備グ

ループ
町道整備延⾧ 225 225 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 優先順位により年次的に整備
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60 除雪対策事業
４−２ 除排雪体制

の充実
−

環境管理課維持管

理グループ
一斉除雪実施回数 5 6 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

除雪への町民満足度は高いと

感じているが、引き続き日中

除雪の実施を検討

61
住宅リフォーム促進

補助事業

４−６ 住宅環境の

整備
〇

建設課建築グルー

プ

住宅リフォーム助

成件数
90 93 妥当 高い 検討 拡充 拡充 拡充 拡充

5年度に制度改正を実施して

おり、今後は、町民への効果

的な周知を検討

62
住宅耐震改修補助事

業

４−６ 住宅環境の

整備
〇

建設課建築グルー

プ

住宅耐震改修補助

件数
1 0 妥当 普通 検討 拡充 拡充 拡充 拡充 上記と同様

63 空き家対策事業
４−６ 住宅環境の

整備
〇

政策課政策統計グ

ループ

支援制度活用によ

る除却棟数
8 5 妥当 普通 検討 拡充 現状維持 改善 改善

除却補助及び利活用補助の周

知を拡充

64 外部講師活用事業
５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
−

学校教育課学校教

育グループ
外部講師の派遣 19 22 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

外部講師の確保策や、部活動

の地域移行への検討を速やか

に実施

65 学校運営改善事業
５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
〇

学校教育課学校教

育グループ

学校運営協議会委

員の委嘱
53 54 妥当 高い 高い 拡充 拡充 拡充 拡充

学校運営協議会の周知や地域

の関りを積極的に推進
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66 教育振興事務
５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
−

学校教育課総務グ

ループ
奨学金貸与者数 8 6 妥当 高い 高い 拡充 拡充 拡充 拡充

町の支援策も重要だが、魅力

的な教育環境の充実が課題で

あり、学校側と密な協議を促

進

67
小中学校給食費支援

事業

５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
〇

学校給食課学校給

食グループ

対象多子世帯が補

助金申請を行った

割合

100 100 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充
令和5年度から段階的な負担

軽減の取り組みを実施

68 語学教育充実事業
５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
〇

学校教育課学校教

育グループ
専科教諭の配置 1 1 妥当 高い 高い 休止・廃止 皆減 休止・廃止 休止・廃止

ALTの２名体制を引き続き確

保

69 高校生食育推進事業
５−１ 幼稚園、学

校教育の充実
〇

学校給食課学校給

食グループ

美幌高等学校の生

徒への給食の提供

回数

3 1 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持
給食の提供回数も検討しなが

ら引き続き食育を推進

70 読書習慣推進事業
５−２ 生涯学習の

充実
−

図書館課図書館グ

ループ
配布人数 295 298 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

コロナ禍の状況を注視しなが

ら、講座等の再開継続を検討

71 博物館活動推進事業
５−２ 生涯学習の

充実
−

博物館課博物館グ

ループ
講座教室等 140 138 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

工夫を凝らした特別展が好評

なため、引き続き各種講座等

の展開を検討
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72 多文化共生推進事業
５−２ 生涯学習の

充実
〇

社会教育課社会教

育グループ
実施回数 4 2 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

外国人労働者が増加傾向にあ

るため、踏み込んだ支援を検

討

73
ふるさと人材パート

ナーシップ事業

５−２ 生涯学習の

充実
〇

社会教育課社会教

育グループ
名簿作成(更新) 1 1 妥当 普通 高い 休止・廃止 皆減 休止・廃止 休止・廃止

ふるさと人材を活用した生涯

学習の事業効果を検証し、事

業を検討

74
未来のアーティスト

応援事業

５−４ 芸術、文化

の振興
−

社会教育課文化振

興グループ
補助件数 10 8 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

実施１年目の事業であり、周

知方法や事業内容を検証

75
スポーツ団体育成助

成事業

５−５ スポーツの

振興
−

スポーツ振興課ス

ポーツ振興グルー

プ

補助団体数 3 3 妥当 高い 高い 現状維持 現状維持 現状維持 拡充

より子供たちを支援するため

に、団体の要望等を聞く機会

の設置

76
未来のアスリート応

援事業

５−５ スポーツの

振興
−

スポーツ振興課ス

ポーツ振興グルー

プ

全国・全道大会等

派遣補助団体数
25 34 妥当 普通 高い 現状維持 現状維持 現状維持 改善

対象者の選定基準を検討し、

一方的な支援ではなく各団体

との協議を実施


